
【水辺の楽しみ情報（川の自慢、見どころ　等）】

・毎年夏になると、童子沢親水公園には多くの家族連れや若者達のグループが訪れ賑わいます。バーべキュー施設も整備さ
れており、また、キャンプもできますので色々なサークルなどでの利用も見られます。市街地から比較的近距離であって、清
流と自然環境に恵まれており、水と緑のふれあいの場として最適と思います。

(童子沢の由来）
・昔、大代の池に一匹の鯉が住んでいました。ある日、池の水が減りはじめたため、鯉は野守の池（島田市川根町）に移り住
もうとしました。その途中、松の枝にひれをひっかけ、片方のひれを落としていったそうです。（「大代のひれ切れの松」の伝
説）
　さて、野守の池には夢窓国師という禅僧と遊女野守太夫の悲恋物語の伝説があります。
　川根に修行に来ている夢窓国師を慕い、京都よりこの地に来た野守太夫は、一刻も早く逢いたい一念より、鯉と化し沢をの
ぼって行きました。すでに身ごもっていた太夫は、この沢で子供を産みおとしました。（ひれ切りの松の伝説の片方のひれと
は、実は子供であるというのです。）
　このため、この沢は童子沢と呼ばれるようになったということです。

【応募理由】
　県が砂防事業として環境整備を実施し景観と親水機能に配慮した護岸整備等の状況を紹介したい。

【応募者】
　　　　　　　静岡県島田市　　　　大石　　悟

【写真の情報（撮影場所、時期、時間　等）】
静岡県島田市大代　童子沢親水公園
（一級河川童子沢川）
平成26年8月13日　撮影

童子沢は子供達の憩いの場 (静岡県島田市)

□ 水辺のイベント情報
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□ 水辺の観光情報
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